


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宅 宅 宅 宅 宅 宅 宅 宍
一 一 一 ○
○ ○ ○ 九
六 五 四 八 五 三 ○ 七
） ） ） ） ） ） ） ）
／／／／／／／／1①
「
／
／／／i／i／／1／｝／1／1／
「
／
／／／／／｝／1／［／i／1／
／1／1／1／／1①⑤
①i③1③1③1③」④1③1④1⑤
③／1②②②②③②②③
②②／1①①①①①①①②
④／1／／1／1／1／1／1③1④
②1④1④1④1④1⑤1④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜
線
は
死
亡
し
て
い
る
場
合
を
表
わ
す
　
草
壁
皇
子
も
大
津
皇
子
も
没
し
た
後
、
持
統
四
年
（
六
九
〇
）
高
市
皇
子
が
太
政
大
臣
と
な
り
、
翌
年
正
月
増
封
の
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
高
市
皇
子
の
三
千
戸
に
次
い
で
穂
積
皇
子
の
、
大
き
く
差
は
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
五
百
戸
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
高
市
、
穂
積
と
も
に
位
は
浄
広
弐
で
あ
っ
た
。
持
統
七
年
正
月
に
高
市
が
浄
広
壱
と
な
り
、
長
皇
子
と
弓
削
皇
子
の
同
母
兄
弟
が
同
時
に
浄
広
弐
を
授
け
ら
れ
穂
積
と
並
ん
だ
。
持
統
九
年
正
月
に
舎
人
皇
子
が
浄
広
弐
を
授
け
ら
れ
た
。
続
紀
で
は
舎
人
が
第
三
皇
子
、
長
が
第
四
皇
子
、
弓
削
が
第
六
皇
子
と
な
っ
て
い
る
。
舎
人
の
母
は
天
智
の
皇
女
新
田
部
、
長
と
弓
削
の
母
は
同
じ
く
天
智
の
皇
女
大
江
で
あ
る
。
草
壁
、
大
5－一
津
そ
し
て
高
市
な
き
あ
と
舎
人
と
長
が
そ
の
後
を
次
ぐ
の
が
順
序
で
あ
っ
た
が
、
穂
積
が
第
一
位
を
占
め
る
の
は
、
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
の
理
由
は
考
え
ら
れ
な
い
。
青
木
和
夫
氏
の
示
さ
れ
た
誕
生
順
に
は
い
か
な
る
根
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
文
武
四
年
正
月
に
新
田
部
皇
子
が
浄
広
弐
を
授
け
ら
れ
て
、
あ
と
に
続
い
た
。
こ
の
年
六
月
、
浄
大
参
刑
部
親
王
の
名
が
律
令
撰
定
メ
ン
バ
ー
の
筆
頭
に
見
え
る
。
忍
壁
皇
子
の
復
権
で
あ
る
。
大
宝
三
年
正
月
、
三
品
と
な
っ
た
忍
壁
が
二
品
を
授
け
ら
れ
て
い
る
穂
積
を
お
い
て
知
太
政
官
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
残
っ
て
い
る
天
武
皇
子
中
最
年
長
と
い
う
年
齢
と
経
験
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
忍
壁
は
、
天
武
八
年
の
吉
野
盟
約
に
名
を
つ
ら
ね
た
天
武
の
皇
子
中
た
だ
一
人
の
生
残
り
で
あ
る
。
　
慶
雲
二
年
五
月
忍
壁
麗
じ
、
同
年
九
月
穂
積
が
知
太
政
官
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
穂
積
が
忍
壁
に
次
ぐ
年
長
者
だ
っ
た
こ
と
は
雪
口
う
ま
で
も
な
い
。
和
銅
七
年
正
月
に
増
封
が
あ
り
、
続
紀
は
「
二
品
長
親
王
、
舎
人
親
王
、
新
田
部
親
王
、
三
品
志
貴
親
王
益
二
封
各
二
百
戸
一
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
志
貴
親
王
は
天
智
の
皇
子
で
あ
ひ
、
天
武
の
皇
子
の
磯
城
は
持
統
朝
に
没
し
た
か
と
推
量
さ
れ
る
。
　
天
武
の
十
皇
子
の
誕
生
順
は
、
正
し
く
は
次
の
よ
う
に
す
ぺ
き
で
、
続
紀
の
序
列
と
は
か
な
り
の
く
い
ち
が
い
が
あ
る
。
誕
生
順
（
私
案
二
高
市
草
里
大
津
続
紀
に
よ
る
序
列
　
　
（
8
）
　
　
（
1
）
　
　
（
2
）
里
磯
城
　
　
（
－
o
）
一
舎
△
新
田
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
）
は
青
木
和
夫
氏
推
定
部
分
霊
亀
元
年
（
和
銅
八
年
、
七
一
五
）
、
穂
積
莞
年
、
高
市
・
草
壁
・
大
津
ら
が
生
き
て
い
た
ら
そ
の
年
齢
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
高
市
6
2
、
草
壁
5
4
、
大
津
5
3
、
忍
壁
0
、
磯
城
0
　
穂
積
0
、
長
0
、
弓
削
0
、
舎
人
4
0
　
括
弧
の
中
に
ど
ん
な
数
字
を
入
れ
れ
ば
い
い
の
か
、
確
か
に
は
知
る
す
ぺ
は
な
い
が
、
叙
位
．
任
官
．
増
封
等
の
差
に
よ
っ
て
、
穂
積
は
忍
壁
・
磯
城
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
歳
以
上
年
下
で
あ
り
、
舎
人
よ
り
四
歳
以
上
年
上
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
穂
積
の
寿
齢
一6一
は
、
四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
以
下
で
あ
っ
た
。
　
坂
上
郎
女
は
こ
の
穂
積
皇
子
に
初
め
て
嫁
し
、
た
ぐ
い
な
い
寵
愛
を
受
け
、
そ
し
て
こ
の
最
初
の
夫
の
死
に
遭
う
の
で
あ
る
。
「
寵
」
は
「
愛
」
に
同
じ
く
、
い
つ
く
し
む
意
で
あ
る
が
、
妻
を
い
つ
く
し
む
場
合
は
「
愛
」
の
字
を
書
く
の
が
普
通
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
巻
十
六
に
　
　
三
八
〇
八
左
　
－
・
是
会
集
之
中
有
二
鄙
人
夫
婦
叩
其
婦
容
姿
端
正
、
秀
二
於
衆
諸
殉
乃
彼
鄙
人
之
意
、
弥
増
二
愛
レ
妻
之
情
↓
…
　
　
三
八
〇
九
左
－
時
有
・
所
・
幸
娘
テ
也
。
寵
薄
之
律
還
・
賜
寄
物
（
俗
云
可
多
美
）
於
・
是
娘
子
怨
恨
柳
作
・
斯
歌
・
献
上
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く
の
例
が
あ
る
。
三
八
〇
八
は
己
れ
の
妻
を
「
い
よ
い
よ
愛
し
ぶ
る
情
増
り
て
」
歌
を
作
っ
た
と
い
う
。
三
八
〇
九
は
、
君
主
の
寵
愛
を
受
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く
し
ぴ
け
て
い
る
娘
子
が
あ
っ
て
、
そ
の
「
寵
　
薄
れ
ぬ
る
後
に
」
形
見
を
返
さ
れ
て
怨
恨
の
歌
を
作
っ
た
と
い
う
。
　
ま
た
、
巻
十
八
に
　
　
四
一
〇
六
題
　
…
宣
有
二
忘
レ
旧
愛
レ
新
之
志
一
哉
。
所
以
綴
二
作
数
行
之
歌
一
令
レ
悔
二
棄
レ
旧
之
惑
鱒
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
の
例
が
あ
る
。
も
と
の
妻
を
忘
れ
て
新
し
い
女
を
「
愛
つ
る
志
」
な
ど
あ
っ
て
い
い
も
の
か
と
記
し
、
「
旧
を
棄
つ
る
惑
を
悔
い
」
し
む
る
た
め
に
歌
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
用
例
は
少
い
が
、
女
を
め
で
、
妻
を
い
お
し
む
意
に
は
「
愛
」
の
文
字
を
も
っ
て
表
現
し
、
殿
様
の
妾
と
し
て
か
わ
い
が
ら
れ
る
意
に
「
寵
」
の
文
字
を
用
い
て
い
る
。
坂
上
郎
女
の
こ
の
婚
姻
を
親
王
の
壁
妾
と
し
て
聰
せ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
尾
山
氏
の
言
う
如
く
「
大
納
言
大
伴
安
麻
呂
及
び
そ
の
一
門
の
面
目
を
無
視
し
た
あ
ら
ぬ
強
説
に
過
ぎ
な
か
ら
う
」
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
被
レ
寵
無
レ
傳
」
と
記
す
の
は
、
屋
敷
氏
の
「
老
齢
の
親
王
が
、
孤
独
の
晩
年
に
、
殆
ど
孫
女
に
等
し
い
処
女
の
郎
女
を
召
し
た
の
で
あ
一7一
る
」
と
ま
で
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
だ
が
、
久
米
常
民
氏
が
こ
の
表
現
か
ら
「
両
入
の
間
に
は
、
か
な
り
の
年
齢
の
ひ
ら
き
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
」
（
『
万
葉
集
の
文
学
論
的
研
究
』
）
の
は
正
し
い
。
　
和
銅
八
年
四
十
五
歳
～
五
十
歳
で
麗
じ
た
皇
子
の
最
後
を
見
と
っ
た
、
年
齢
の
ひ
ら
き
の
あ
る
若
い
妻
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
女
の
初
め
て
の
結
婚
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
坂
上
郎
女
の
年
齢
を
推
定
す
る
の
が
常
道
で
あ
る
が
、
年
齢
決
定
は
不
可
能
に
近
い
。
　
屋
敷
氏
は
、
天
応
元
年
五
月
家
持
が
左
大
弁
と
な
っ
て
間
も
な
く
な
く
し
た
母
と
い
う
の
が
坂
上
郎
女
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
穂
積
皇
子
の
舞
年
和
銅
八
年
の
頃
郎
女
二
十
歳
前
後
と
の
推
定
に
よ
れ
ば
天
応
元
年
は
八
十
五
、
六
歳
に
な
る
の
で
、
　
　
人
間
の
命
数
と
し
て
は
少
し
く
長
過
ぎ
る
嫌
が
な
い
で
も
な
い
。
併
し
必
ず
し
も
不
可
と
す
ぺ
き
理
由
は
無
い
か
ら
、
郎
女
の
残
年
　
　
天
応
元
年
を
動
か
せ
ぬ
も
の
と
信
ず
る
限
り
、
常
識
的
に
も
、
そ
の
残
年
を
可
及
的
に
縮
め
る
の
が
自
然
で
あ
ら
う
。
自
分
は
郎
女
　
　
の
推
定
年
齢
を
、
在
来
の
そ
れ
よ
り
今
五
六
年
若
く
見
た
い
。
と
あ
る
か
ら
、
皇
子
麗
時
郎
女
は
十
四
、
五
歳
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
に
よ
れ
は
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
頃
の
誕
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
青
木
生
子
氏
は
「
便
宜
上
仮
り
に
郎
女
の
生
年
を
大
宝
元
年
と
す
る
屋
敷
氏
説
に
従
っ
て
お
く
」
と
い
う
。
　
尾
山
氏
は
天
応
元
年
妓
の
家
持
の
母
を
坂
上
郎
女
と
す
る
説
は
否
定
し
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
、
令
の
規
定
に
女
子
の
結
婚
は
十
三
歳
か
ら
と
あ
る
の
に
よ
り
、
五
十
近
い
人
に
嫁
す
の
に
十
三
歳
は
ち
と
可
愛
想
だ
し
、
さ
れ
ば
と
て
初
め
て
嫁
す
と
あ
る
か
ら
に
は
こ
れ
以
上
遅
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
十
六
、
七
歳
で
嫁
し
十
八
、
九
歳
で
永
別
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
　
　
斯
様
に
穂
積
親
王
の
麗
ぜ
ら
れ
た
際
の
郎
女
の
年
齢
を
仮
り
に
十
八
歳
と
す
れ
ば
、
彼
女
の
誕
生
は
文
武
天
皇
三
年
に
な
り
、
長
兄
　
　
の
旅
人
は
彼
女
が
当
歳
の
時
巳
に
三
十
六
、
七
歳
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
一8一
と
記
し
て
い
る
。
「
文
武
三
年
」
は
「
文
武
二
年
」
の
誤
り
か
と
、
青
木
生
子
氏
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
和
銅
八
年
（
七
一
五
）
に
十
八
歳
に
す
る
に
は
文
武
二
年
（
六
九
八
）
の
誕
生
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
若
山
喜
志
子
氏
は
お
お
ら
か
に
、
　
　
郎
女
は
こ
の
親
王
に
ど
の
位
の
年
月
を
寵
愛
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
親
王
の
麗
ぜ
ら
れ
た
霊
亀
元
年
が
仮
に
郎
女
の
二
　
　
＋
歳
の
時
と
し
て
私
は
こ
の
郎
女
の
年
齢
姦
へ
て
ゆ
く
事
に
す
る
。
（
春
陽
堂
『
万
葉
集
講
座
』
第
一
巻
）
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
持
統
十
年
（
七
九
六
）
の
誕
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
味
保
義
氏
も
皇
子
の
箆
時
を
「
仮
に
坂
上
郎
女
二
十
歳
頃
と
見
て
、
郎
女
の
年
齢
を
推
定
し
て
ゆ
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
。
ま
た
久
米
常
民
氏
も
、
　
　
従
来
の
諸
説
が
行
な
っ
た
よ
う
に
穂
積
皇
子
に
「
寵
ま
る
る
こ
と
傳
無
し
」
と
あ
る
左
註
の
表
現
面
の
み
か
ら
、
年
齢
の
非
常
に
へ
　
　
だ
た
っ
た
晩
年
の
皇
子
に
愛
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
、
そ
の
死
去
の
折
に
、
や
っ
と
二
十
歳
前
後
の
年
齢
だ
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
　
　
こ
と
に
と
ど
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
と
、
持
統
十
年
誕
生
説
を
と
っ
て
い
る
。
　
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
女
子
の
結
婚
は
十
三
歳
か
ら
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
穂
積
皇
子
に
坂
上
郎
女
が
嫁
ぐ
こ
と
の
で
き
る
上
限
は
、
持
統
十
年
誕
生
に
よ
る
と
和
銅
元
年
に
十
三
歳
、
文
武
二
年
誕
生
な
ら
ば
和
銅
三
年
に
十
三
歳
、
大
宝
元
年
誕
生
な
ら
ば
和
銅
六
年
に
十
三
歳
と
な
る
。
　
和
銅
元
年
は
、
そ
の
三
年
前
の
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
八
月
に
坂
上
郎
女
の
父
大
伴
安
麻
呂
が
大
納
言
に
任
命
さ
れ
、
九
月
に
穂
積
皇
子
が
知
太
政
官
事
と
な
っ
た
。
そ
し
て
和
銅
元
年
六
月
二
十
五
日
穂
積
皇
子
と
の
情
熱
的
な
恋
の
歌
を
残
し
て
い
る
皇
子
の
異
母
妹
但
馬
皇
女
が
麗
じ
た
。
続
紀
は
次
の
よ
う
に
記
す
の
み
で
あ
る
。
一9一
　
　
三
品
但
馬
内
親
王
塊
。
天
武
天
皇
之
皇
女
也
。
　
万
葉
集
巻
二
に
収
め
ら
れ
た
但
馬
の
歌
は
持
統
朝
に
お
け
る
若
い
二
人
の
激
し
い
恋
の
あ
り
さ
ま
を
物
語
っ
て
く
れ
る
が
、
そ
の
後
の
二
人
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
続
紀
は
文
武
三
年
九
月
に
琵
じ
た
新
田
部
皇
女
や
同
年
十
二
月
に
琵
じ
た
大
江
皇
女
に
つ
い
て
も
天
智
の
皇
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
、
ど
ち
ら
も
天
武
妃
で
あ
り
、
新
田
部
は
舎
人
皇
子
の
母
で
あ
り
、
大
江
は
長
・
弓
削
両
皇
子
の
母
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
記
さ
な
い
。
天
平
十
三
年
に
廃
じ
た
泊
瀬
部
皇
女
が
川
島
皇
子
の
妃
で
あ
っ
た
こ
と
、
天
平
勝
宝
三
年
に
憂
じ
た
多
紀
皇
女
が
志
貴
皇
子
の
妃
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
な
い
。
　
穂
積
皇
子
に
上
道
王
と
境
部
王
の
男
子
が
あ
り
、
孫
女
に
広
河
女
王
と
酒
人
女
王
が
あ
っ
た
。
日
野
み
つ
子
氏
は
上
道
王
の
誕
生
を
持
統
六
年
、
境
部
王
の
誕
生
を
文
武
元
年
と
推
定
し
て
、
　
　
持
統
六
年
と
文
武
元
年
誕
生
の
上
道
王
、
境
部
王
は
但
馬
皇
女
と
の
問
の
御
子
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
但
馬
皇
女
の
他
に
妻
が
い
　
　
て
、
そ
の
女
性
の
生
ん
だ
子
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
皇
子
が
す
で
に
妻
が
あ
る
の
に
そ
の
一
方
で
但
馬
皇
女
と
か
く
も
悲
痛
な
恋
愛
を
　
　
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
上
に
坂
上
郎
女
を
嬰
っ
て
儒
な
く
寵
愛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
妻
を
　
　
嬰
ら
ず
に
但
馬
皇
女
と
だ
け
恋
愛
し
、
世
間
の
非
難
を
排
し
て
二
子
を
も
う
け
る
に
至
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
皇
女
の
生
前
に
　
　
坂
上
郎
女
を
迎
え
る
こ
と
は
な
か
・
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
叡
議
鮎
監
臨
額
墓
）
と
述
べ
、
坂
上
郎
女
が
穂
積
皇
子
に
嫁
し
た
の
は
但
馬
皇
女
の
麗
じ
た
和
銅
元
年
以
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
。
　
穂
積
皇
子
と
但
馬
皇
女
と
の
婚
姻
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
日
野
氏
の
推
定
の
通
り
、
親
王
と
坂
上
郎
女
と
の
結
婚
は
や
は
り
但
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
皇
女
の
な
く
な
っ
た
後
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
郎
女
の
父
大
納
言
大
伴
安
麻
呂
と
し
て
も
、
但
馬
皇
女
と
の
噂
の
山
口
同
い
四
十
男
穂
積
皇
子
に
幼
い
愛
娘
を
嫁
が
せ
た
の
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
但
馬
皇
女
生
前
に
嫁
が
せ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
安
麻
一10一
呂
は
和
銅
七
年
五
月
に
憂
じ
、
翌
和
銅
八
年
七
月
に
皇
子
が
麗
じ
た
。
父
親
の
死
に
遭
っ
て
一
年
ニ
ケ
月
の
間
に
結
婚
は
あ
り
え
な
い
。
娘
女
の
結
婚
は
父
安
麻
呂
の
没
後
で
は
な
く
、
そ
の
生
前
で
あ
る
。
和
銅
二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
坂
上
郎
女
は
持
統
十
年
か
ら
大
宝
元
年
（
六
九
六
～
七
〇
一
）
の
間
に
生
ま
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
が
せ
い
ぜ
い
確
か
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
六
年
の
幅
を
常
に
持
ち
な
が
ら
考
え
て
ゆ
く
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。
二
　
　
藤
　
　
原
　
　
麻
　
　
呂
　
　
皇
子
琵
之
後
時
、
藤
原
麿
大
夫
娚
二
之
郎
女
一
焉
。
　
穂
積
皇
子
が
麗
ぜ
ら
れ
た
後
、
藤
原
麻
呂
が
坂
上
郎
女
を
「
娚
」
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
娚
」
は
本
来
問
う
の
意
で
、
女
を
問
ふ
こ
と
で
あ
り
、
　
「
つ
ま
ど
ふ
」
ま
た
は
「
よ
ば
ふ
」
と
訓
む
。
巻
二
に
次
の
例
が
あ
る
。
　
　
九
三
題
　
内
大
臣
藤
原
卿
、
娚
二
鏡
王
女
一
時
、
鏡
王
女
贈
二
内
大
臣
一
歌
一
首
　
　
九
五
題
　
内
大
臣
藤
原
卿
、
婁
二
采
女
安
見
児
一
時
作
歌
一
首
　
九
三
は
鎌
足
の
求
婚
に
対
し
て
鏡
王
女
が
答
え
た
も
の
で
あ
り
、
九
五
は
「
わ
れ
は
も
や
安
見
児
得
た
り
皆
人
の
得
か
て
に
す
と
い
ふ
安
見
児
得
た
り
」
と
歌
う
通
り
鎌
足
が
采
女
安
見
児
を
得
て
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
「
娚
」
は
「
姿
」
で
は
な
い
。
　
集
中
の
例
は
他
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
九
六
題
　
久
米
禅
師
、
娚
二
石
川
郎
女
一
時
歌
　
　
一
〇
一
題
　
大
伴
宿
禰
、
娚
二
巨
勢
郎
女
一
時
歌
　
　
四
〇
七
題
　
大
伴
宿
禰
駿
河
麿
、
娚
二
同
坂
上
家
之
二
嬢
一
歌
一11一
　
　
三
七
八
八
題
　
或
日
、
昔
有
二
三
男
刃
同
娚
二
一
女
一
也
。
娘
子
嘆
息
日
－
・
　
以
上
で
全
部
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
求
婚
の
歌
で
あ
る
。
三
人
の
男
に
同
時
に
求
婚
さ
れ
た
娘
子
は
身
一
つ
で
三
人
の
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
池
に
身
を
沈
め
た
。
三
人
と
関
係
を
結
べ
る
よ
う
な
女
だ
っ
た
ら
死
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
求
婚
を
し
た
結
果
、
女
の
承
諾
を
得
て
己
が
も
の
と
す
る
こ
と
を
い
う
の
が
「
嬰
」
で
、
　
「
ま
く
」
ま
た
は
「
め
と
る
」
と
訓
む
。
　
藤
原
麻
呂
が
穂
積
皇
子
の
死
後
、
若
く
し
て
寡
婦
と
な
っ
た
坂
上
郎
女
に
求
婚
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
莞
之
後
時
」
を
、
屋
敷
氏
は
「
喪
あ
け
の
直
後
で
あ
っ
た
か
と
思
は
れ
る
」
と
述
べ
、
尾
山
氏
は
御
忌
開
の
霊
亀
二
年
八
月
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
「
雍
之
後
時
」
の
集
中
の
類
似
例
を
見
て
そ
の
用
法
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
四
九
題
一
六
一
一
題
一
六
三
題
二
〇
三
題
二
〇
七
題
四
四
一
題
天
皇
崩
後
之
時
、
倭
大
后
御
作
歌
天
皇
崩
之
後
八
年
九
月
九
日
、
奉
為
御
斎
会
之
夜
、
夢
裏
習
賜
御
歌
大
津
皇
子
琵
之
後
、
大
来
皇
女
従
二
伊
勢
斎
宮
一
上
レ
京
之
時
御
作
歌
但
馬
皇
女
麗
後
、
穂
積
皇
子
、
冬
日
雪
落
、
遙
望
二
御
墓
↓
悲
傷
流
涕
御
作
歌
柿
本
朝
臣
人
麿
、
妻
死
之
後
、
泣
血
哀
働
作
歌
神
亀
六
年
己
巳
、
左
大
臣
長
屋
王
賜
レ
死
之
後
、
倉
橋
部
女
王
作
歌
　
一
四
九
は
歌
の
配
列
に
よ
れ
ば
天
皇
崩
御
の
直
後
殖
宮
の
儀
が
行
わ
れ
始
め
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
頃
で
あ
る
。
＝
ハ
三
は
大
津
皇
子
が
死
を
賜
っ
た
の
は
朱
鳥
元
年
十
月
三
日
で
、
大
来
皇
女
が
伊
勢
斎
宮
か
ら
帰
京
し
た
の
は
そ
の
年
の
十
一
月
十
六
日
と
伝
え
て
い
る
。
二
〇
三
は
但
馬
皇
女
が
な
く
な
っ
た
の
は
夏
六
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
冬
の
日
雪
に
包
ま
れ
た
墓
を
思
う
の
は
や
は
り
そ
の
年
初
め
て
迎
え
た
冬
の
雪
の
日
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
二
〇
七
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。
四
四
一
は
や
は
り
死
の
直
後
の
歌
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
一12一
そ
の
配
列
も
そ
の
年
の
も
の
と
し
て
い
る
。
　
「
麗
之
後
時
」
の
文
句
は
そ
の
生
前
で
は
な
く
死
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
ざ
わ
ざ
記
し
て
次
の
行
為
・
行
動
を
述
べ
る
の
は
、
そ
の
麗
時
が
射
程
距
離
の
中
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
記
諸
例
も
、
に
年
月
日
を
記
し
た
一
六
二
を
除
い
て
、
す
べ
て
そ
の
年
の
内
の
こ
と
で
あ
る
と
見
て
い
い
。
　
藤
原
麻
呂
が
続
紀
に
初
め
て
名
を
見
る
の
は
養
老
元
年
（
七
一
七
）
十
一
月
十
七
日
の
条
に
、
　
　
授
二
美
濃
守
従
四
位
下
笠
朝
臣
麻
呂
従
四
位
上
、
介
正
六
位
下
藤
原
朝
臣
麻
呂
従
五
位
下
↓
と
あ
る
も
の
で
、
養
老
元
年
十
一
月
現
在
、
麻
呂
は
美
濃
介
で
あ
っ
た
。
年
は
二
十
三
歳
で
あ
る
。
こ
の
昇
叙
は
、
山
の
養
老
の
美
泉
に
感
動
し
た
天
皇
が
こ
の
日
霊
亀
三
年
を
養
老
元
年
と
改
元
し
、
そ
れ
を
わ
そ
の
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
国
当
書
郡
多
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
中
の
八
十
歳
以
上
の
老
人
に
位
一
階
を
授
け
、
美
濃
国
司
お
よ
び
当
書
郡
司
ら
に
位
一
階
を
加
え
な
ど
し
た
も
の
に
よ
る
。
藤
原
麻
呂
も
美
濃
介
と
し
て
こ
の
恩
典
に
浴
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
以
前
か
ら
美
濃
介
と
し
て
任
地
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
年
前
と
す
る
と
霊
亀
二
年
秋
で
あ
り
、
穂
積
皇
子
の
御
忌
開
と
ほ
と
ん
ど
同
時
で
あ
る
。
日
野
み
つ
子
氏
は
こ
の
事
実
を
指
摘
し
て
「
麻
呂
が
坂
上
郎
女
を
娚
う
た
の
は
養
老
二
年
以
降
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
藤
原
麻
呂
は
そ
の
後
、
続
紀
に
養
老
五
年
（
七
二
一
）
正
月
従
五
位
下
か
ら
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
る
記
事
ま
で
記
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
年
六
月
左
右
京
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
右
」
を
術
字
と
見
て
、
公
卿
補
任
に
は
「
左
京
大
夫
」
と
あ
る
。
麻
呂
は
こ
の
時
二
十
七
歳
。
五
年
後
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
正
月
正
四
位
上
に
昇
叙
、
同
年
九
月
聖
武
天
皇
の
播
磨
国
印
南
野
行
幸
に
当
っ
て
装
束
司
を
命
ぜ
ら
れ
、
神
亀
六
年
三
月
に
は
従
三
位
に
昇
っ
た
。
同
年
八
月
五
日
に
天
平
元
年
と
改
元
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
改
元
の
宣
命
に
「
京
職
大
夫
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
等
い
図
負
へ
る
亀
一
頭
献
ら
く
と
奏
し
賜
ふ
と
聞
し
め
し
、
驚
き
賜
ひ
惟
み
賜
一13一
ひ
見
そ
な
は
し
歓
び
賜
ひ
嘉
で
賜
ひ
て
…
…
是
を
以
て
神
亀
六
年
を
改
め
て
天
平
元
年
と
為
て
…
…
」
と
あ
る
。
藤
原
麻
呂
は
養
老
五
年
以
来
こ
の
年
で
九
年
、
京
職
大
夫
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
天
平
三
年
八
月
参
議
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
は
す
で
に
兵
部
卿
で
あ
っ
た
。
天
平
改
元
直
後
遷
任
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
同
年
十
一
月
初
め
て
畿
内
に
惣
管
、
諸
道
に
鎮
撫
使
が
置
か
れ
て
、
山
陰
道
鎮
撫
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
正
月
持
節
大
使
兵
部
卿
と
し
て
陸
奥
国
に
派
遣
さ
れ
、
四
月
頃
ま
で
陸
奥
の
任
地
に
居
た
と
思
わ
れ
る
。
四
月
十
七
日
兄
の
参
議
民
部
卿
房
前
が
都
に
流
行
し
始
め
た
天
然
痘
に
感
染
し
て
麗
じ
、
こ
の
頃
麻
呂
は
都
に
帰
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
兄
に
次
い
で
七
月
十
三
日
麗
じ
た
。
享
年
四
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
　
藤
原
麻
呂
の
坂
上
郎
女
に
贈
る
歌
の
題
詞
に
は
「
京
職
藤
原
大
夫
」
と
あ
る
。
麻
呂
が
京
職
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
養
老
五
年
六
月
で
あ
っ
た
。
穂
積
皇
子
の
没
後
六
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
と
麻
呂
と
の
交
渉
を
皇
子
亮
後
間
も
な
く
と
考
え
る
に
は
、
　
「
京
職
大
夫
云
々
は
必
ず
し
も
当
撃
意
味
せ
ず
、
後
に
書
き
加
へ
ら
れ
た
も
の
」
（
鷲
繕
螢
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
麻
呂
の
極
官
は
先
述
の
通
り
参
議
・
兵
部
卿
で
あ
っ
た
。
天
平
二
年
乃
至
三
年
か
ら
天
平
九
年
に
麗
ず
る
ま
で
七
年
乃
至
六
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
官
に
あ
っ
た
。
後
に
敬
意
を
も
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
な
ら
ば
兵
部
卿
と
あ
る
べ
き
だ
ろ
・
つ
。
京
職
大
夫
は
正
五
位
上
相
当
官
で
あ
り
、
兵
部
卿
は
正
四
位
相
当
官
で
あ
る
。
麻
呂
は
従
三
位
と
し
て
こ
の
官
に
あ
り
、
参
議
に
列
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
い
た
と
は
い
え
麻
呂
の
生
涯
の
途
中
で
の
一
官
職
に
過
ぎ
な
い
「
京
職
大
夫
」
は
そ
の
時
の
当
職
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
養
老
五
年
以
降
で
あ
り
、
そ
の
麻
呂
の
贈
歌
と
坂
上
郎
女
の
和
歌
も
養
老
五
年
以
降
で
あ
ろ
う
。
坂
上
郎
女
が
第
一
の
夫
穂
積
皇
子
と
死
別
し
て
も
う
六
年
以
上
の
月
日
が
た
っ
て
い
た
。
　
麻
呂
の
第
一
首
五
二
二
の
「
神
さ
び
け
む
も
妹
に
逢
は
ず
あ
れ
ば
」
は
、
あ
な
た
に
し
ば
ら
く
逢
わ
ず
に
い
る
か
ら
自
分
は
古
び
て
し
ま
っ
た
ろ
う
と
い
う
心
で
、
ご
人
の
関
係
は
か
な
り
古
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
第
二
首
五
二
「
二
の
「
何
時
の
間
に
そ
も
わ
が
恋
ひ
に
け
一14一
る
」
は
、
い
つ
の
間
に
わ
た
し
は
あ
な
た
を
恋
う
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
心
で
、
少
く
と
も
二
人
が
最
初
に
交
渉
を
持
っ
て
か
ら
か
な
り
の
月
日
を
経
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
三
首
五
二
四
は
．
露
骨
で
あ
る
。
　
「
妹
と
し
寝
ね
ば
肌
し
寒
し
も
」
と
歌
い
や
れ
る
ほ
ど
に
坂
上
郎
女
は
も
う
年
た
け
て
来
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
麻
呂
の
三
首
に
対
す
る
坂
上
郎
女
の
和
歌
四
首
は
郎
女
の
集
中
初
出
歌
で
あ
る
が
、
四
首
そ
れ
ぞ
れ
に
粉
本
に
し
た
類
想
歌
が
あ
る
こ
と
は
既
に
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
佐
保
川
の
小
石
ふ
み
渡
り
ぬ
ば
た
ま
の
黒
馬
の
来
夜
は
年
に
も
あ
ら
ぬ
か
（
五
二
五
）
　
▽
川
の
瀬
の
石
ふ
み
渡
り
ぬ
ば
た
ま
の
黒
馬
の
来
夜
は
常
に
あ
ら
ぬ
か
も
（
巻
十
三
・
三
三
＝
二
、
作
者
未
詳
）
　
佐
保
川
の
小
石
を
踏
み
渡
っ
て
麻
呂
の
乗
馬
で
あ
る
黒
馬
が
私
の
も
と
に
通
っ
て
来
る
夜
は
せ
め
て
七
夕
の
よ
う
に
一
年
に
一
度
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い
と
歌
う
の
で
あ
る
。
歌
か
ら
は
麻
呂
と
の
仲
は
間
遠
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川
瀬
の
さ
ざ
れ
波
止
む
時
も
な
し
わ
が
恋
ふ
ら
く
は
（
五
二
六
）
　
▽
阿
胡
の
海
の
荒
磯
の
上
の
さ
ざ
れ
波
わ
が
恋
ふ
ら
く
は
止
む
時
も
な
し
（
巻
十
三
・
三
二
四
四
、
作
者
未
詳
）
　
私
の
恋
の
止
む
時
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
ざ
れ
波
に
た
と
え
る
歌
は
既
に
あ
っ
た
。
ど
こ
ま
で
が
真
実
の
心
で
あ
る
か
、
郎
女
自
身
の
詞
句
で
な
い
だ
け
に
疑
わ
し
い
。
　
　
来
む
と
い
ふ
も
来
ぬ
時
あ
る
を
来
じ
と
い
ふ
を
来
む
と
は
待
た
じ
来
じ
と
い
ふ
も
の
を
（
五
二
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
▽
梓
弓
引
き
み
ゆ
る
へ
み
来
ず
は
来
ず
来
ば
来
そ
を
な
ぞ
来
ず
は
来
ば
そ
を
（
巻
十
一
・
二
六
四
〇
、
作
者
未
詳
）
　
麻
呂
の
来
る
と
い
っ
て
待
た
せ
て
お
い
て
来
な
か
っ
た
こ
と
を
な
じ
る
の
だ
が
、
先
行
の
作
者
未
詳
歌
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
、
本
心
は
あ
や
し
ま
れ
る
戯
れ
歌
で
あ
る
。
二
人
の
仲
は
も
う
か
な
り
古
く
馴
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川
門
の
瀬
を
広
み
打
橋
渡
す
汝
が
来
と
思
へ
ば
（
五
二
八
）
　
　
は
た
も
の
　
▽
機
　
の
踏
み
木
持
ち
行
き
て
天
の
川
打
橋
渡
す
君
が
来
む
た
め
（
巻
十
・
二
〇
六
二
、
作
者
未
詳
）
　
麻
呂
の
通
っ
て
来
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
心
で
あ
る
。
　
第
一
首
の
結
句
「
年
に
も
あ
ら
ぬ
か
」
は
七
夕
歌
の
表
現
で
、
こ
れ
は
麻
呂
の
第
二
首
が
七
夕
歌
を
粉
本
と
し
て
い
る
の
に
応
じ
た
も
の
で
、
坂
上
郎
女
は
和
歌
四
首
を
七
夕
歌
に
構
成
し
て
い
る
。
「
佐
保
川
の
小
石
ふ
み
渡
り
」
は
勿
論
実
景
で
も
あ
る
が
、
天
の
川
を
渡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
る
こ
と
か
ら
の
連
想
が
働
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
「
佐
保
川
」
で
起
せ
ば
、
第
二
首
は
「
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川
瀬
の
さ
ざ
れ
波
」
と
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
承
け
継
い
で
、
そ
れ
を
序
と
し
て
恋
の
止
む
時
の
な
い
こ
と
を
歌
い
、
第
三
首
は
一
転
、
全
く
趣
向
を
変
え
て
来
ぬ
人
へ
の
う
ら
み
の
心
を
歌
い
、
も
う
待
つ
ま
い
な
ど
と
言
う
が
、
第
四
首
は
再
び
第
一
、
二
首
を
う
け
て
「
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川
」
を
歌
い
、
や
は
り
恋
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
あ
な
た
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
橋
を
渡
し
て
お
き
ま
す
と
結
ぶ
。
以
上
四
首
は
四
行
詩
の
起
承
転
結
の
構
成
を
見
事
に
ふ
ま
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。
　
五
味
保
義
氏
は
、
　
　
和
歌
四
首
は
坂
上
郎
女
初
出
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
技
巧
は
決
し
て
初
心
者
流
の
た
ど
た
ど
し
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
年
（
養
老
　
　
五
年
ー
筆
者
注
）
ま
で
に
既
に
作
歌
の
経
験
が
あ
っ
た
の
に
、
作
品
が
逸
せ
ら
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
か
う
し
た
恋
愛
相
聞
の
作
風
　
　
は
、
作
者
を
め
ぐ
る
当
時
の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
一
般
通
念
に
な
っ
て
居
っ
て
、
こ
の
程
度
の
作
は
は
じ
め
て
の
製
作
で
も
さ
し
て
　
　
困
難
で
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
坂
上
郎
女
の
作
風
は
、
真
実
心
の
吐
露
よ
り
も
、
手
な
れ
た
詞
句
駆
使
に
其
特
長
を
見
る
　
　
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
一
つ
の
才
能
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
後
者
の
場
合
で
あ
・
た
ら
う
か
。
薮
蕪
嶺
掌
『
万
）
と
述
ぺ
て
い
る
。
手
な
れ
た
詞
句
を
駆
使
で
き
る
ほ
ど
の
年
齢
に
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
四
首
が
先
の
夫
穂
積
皇
一16一
子
の
亮
後
す
ぐ
に
作
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
麻
呂
が
郎
女
を
「
娚
」
し
た
の
は
、
皇
子
嘉
後
可
能
な
限
り
早
く
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
そ
れ
は
求
婚
だ
か
ら
で
あ
る
。
勝
手
な
想
像
を
す
れ
ば
、
そ
の
麻
呂
の
度
重
な
る
求
婚
、
強
引
で
熱
心
な
求
婚
に
、
い
つ
か
郎
女
は
許
し
た
の
で
あ
っ
た
。
身
を
許
し
た
女
は
い
よ
い
よ
熱
し
て
ゆ
く
。
相
手
が
若
い
麻
呂
で
あ
れ
ば
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
男
は
冷
え
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
贈
答
歌
は
そ
の
段
階
で
あ
り
、
そ
れ
は
皇
子
の
死
か
ら
六
年
た
っ
た
養
老
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
ょ
う
。
そ
の
年
、
麻
呂
は
京
職
大
夫
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
　
大
伴
宿
奈
麻
呂
　
　
大
伴
田
村
家
之
大
嬢
、
贈
二
妹
坂
上
大
嬢
一
歌
四
首
よ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ
も
こ
外
に
居
て
恋
ふ
る
は
苦
し
吾
妹
子
を
継
ぎ
て
相
見
む
事
は
か
り
せ
よ
（
巻
四
・
七
五
六
）
遠
く
あ
ら
ば
わ
び
て
も
あ
ら
む
を
里
近
く
あ
り
と
聞
き
つ
つ
見
ぬ
が
す
ぺ
な
さ
（
七
五
七
）
白
雲
の
た
な
び
く
山
の
高
々
に
我
が
思
ふ
妹
を
見
む
よ
し
も
が
も
（
七
五
八
）
い
か
な
ら
む
時
に
か
妹
を
む
ぐ
ら
ふ
の
汚
な
き
や
ど
に
入
り
い
ま
せ
な
む
（
七
五
九
）
　
　
右
、
田
村
大
嬢
．
坂
上
大
嬢
、
並
是
右
大
弁
大
伴
宿
奈
麿
卿
之
女
也
。
卿
、
居
二
田
村
里
輔
号
日
二
田
村
大
嬢
↓
但
、
・
妹
坂
上
大
　
　
嬢
者
、
母
、
居
二
坂
上
里
↓
傍
日
二
坂
上
大
嬢
↓
干
レ
時
、
姉
妹
諮
問
、
以
レ
歌
贈
答
。
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右
の
左
注
は
坂
上
郎
女
の
伝
記
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
が
大
伴
宿
奈
麻
呂
に
嫁
し
て
坂
上
大
嬢
の
母
と
な
っ
た
こ
と
、
宿
奈
麻
呂
は
田
村
の
里
に
住
み
、
そ
こ
に
は
一
女
田
村
大
嬢
が
い
る
こ
と
、
郎
女
は
宿
奈
麻
呂
の
子
を
な
し
て
か
ら
も
坂
上
の
里
に
住
み
、
坂
上
大
嬢
は
そ
の
母
の
も
と
で
坂
上
の
里
に
育
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
坂
上
郎
女
は
坂
上
の
里
を
離
れ
ず
、
宿
奈
麻
呂
と
は
別
居
の
関
係
に
あ
っ
た
。
　
大
伴
宿
奈
麻
呂
は
佐
保
大
納
言
大
伴
安
麻
呂
の
子
で
、
兄
旅
人
、
田
主
と
も
、
妹
坂
上
郎
女
、
弟
稲
公
と
も
異
腹
と
言
わ
れ
、
ま
た
旅
入
・
田
主
と
は
同
母
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
旅
人
・
田
主
と
同
母
兄
弟
で
あ
れ
ば
母
は
巨
勢
郎
女
、
異
腹
で
あ
れ
ば
不
明
で
あ
る
。
和
銅
元
年
正
月
に
従
六
位
下
か
ら
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
の
が
続
紀
に
見
え
る
最
初
で
あ
る
。
和
銅
五
年
正
月
従
五
位
上
に
昇
叙
、
霊
亀
元
年
五
月
に
左
衛
士
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
年
七
月
穂
積
皇
子
が
箆
じ
た
の
で
あ
る
。
霊
亀
三
年
（
養
老
元
年
）
正
月
に
正
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
。
養
老
三
年
七
月
、
初
め
て
諸
国
に
按
察
使
が
置
か
れ
、
そ
の
時
備
後
国
守
宿
奈
麻
呂
を
安
芸
・
周
防
二
国
を
管
す
る
按
察
使
に
任
じ
た
と
続
紀
は
記
し
て
い
る
。
養
老
元
年
正
五
位
下
昇
叙
の
時
か
ら
備
後
守
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
四
年
（
七
二
〇
）
正
月
に
正
五
位
上
が
授
け
ら
れ
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
二
月
に
は
従
四
位
下
が
授
け
ら
れ
て
い
る
。
続
紀
に
は
こ
れ
き
り
大
伴
宿
奈
麻
呂
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
万
葉
集
に
は
先
に
掲
げ
た
左
注
に
「
右
大
弁
大
伴
宿
奈
麻
呂
卿
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
続
紀
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
右
大
弁
は
従
四
位
上
相
当
官
で
あ
る
か
ら
、
続
紀
が
記
さ
な
く
な
っ
た
あ
と
の
任
官
で
あ
ろ
う
。
大
伴
宿
奈
麻
呂
の
歌
は
巻
四
に
五
三
二
、
五
三
三
が
あ
る
が
、
そ
の
題
詞
に
は
作
歌
年
次
や
官
職
等
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
　
坂
上
郎
女
が
異
母
兄
に
あ
た
る
こ
の
宿
奈
麻
呂
と
関
係
を
結
ん
だ
の
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
宿
奈
麻
呂
は
穂
積
皇
子
が
箆
じ
た
頃
は
左
衛
士
督
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
年
後
に
備
後
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
養
老
三
年
に
は
備
後
の
任
地
に
居
て
安
芸
、
周
防
に
ま
で
に
ら
み
を
き
か
せ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
後
の
確
か
な
任
官
は
わ
か
ら
な
い
。
備
後
か
ら
い
つ
都
へ
帰
っ
て
来
た
で
あ
ろ
う
か
。
坂
上
郎
女
と
の
関
係
は
養
老
五
年
以
後
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
宿
奈
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
一18一
の
間
に
生
ま
れ
た
坂
上
大
嬢
の
生
年
の
推
定
か
ら
こ
れ
を
考
え
る
以
外
に
方
法
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
　
坂
上
大
嬢
は
成
人
後
大
伴
家
持
の
妻
と
な
る
の
だ
が
、
巻
八
の
春
相
聞
の
部
の
冒
頭
に
配
さ
れ
た
　
　
　
　
大
伴
宿
禰
家
持
、
贈
二
坂
上
家
之
大
嬢
一
歌
一
首
　
　
わ
が
屋
外
に
蒔
き
し
な
で
し
こ
い
つ
し
か
も
花
に
咲
き
な
む
な
ぞ
へ
つ
つ
見
む
（
一
四
四
八
）
を
、
私
は
家
持
の
青
春
の
第
一
作
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
天
平
四
年
の
春
の
、
家
持
十
六
歳
の
作
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
（拙
e
「
大
伴
家
持
の
青
春
」
　
『
五
味
智
英
先
生
還
暦
記
念
上
代
文
学
論
叢
』
所
収
）
　
巻
四
に
次
の
歌
が
あ
る
。
　
　
　
　
大
伴
坂
上
家
之
大
娘
報
二
贈
大
伴
宿
禰
家
持
一
歌
四
首
　
　
生
き
て
あ
ら
ば
見
ま
く
も
知
ら
ず
何
し
か
も
死
な
む
よ
妹
と
夢
に
見
え
つ
る
（
五
八
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
わ
や
め
　
　
ま
す
ら
を
　
　
大
夫
も
か
く
恋
ひ
け
る
を
幼
婦
の
恋
ふ
る
情
に
た
ぐ
ひ
あ
ら
め
や
も
（
五
八
二
）
　
　
月
草
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
く
思
へ
か
も
わ
が
思
ふ
人
の
こ
と
も
告
げ
来
ぬ
（
五
八
三
）
　
　
春
日
山
朝
立
つ
雲
の
居
ぬ
は
無
く
見
ま
く
の
ほ
し
き
君
に
も
あ
る
か
も
（
五
八
四
）
　
こ
の
四
首
は
巻
四
の
配
列
か
ら
家
持
と
坂
上
大
嬢
と
の
初
期
の
恋
愛
に
お
け
る
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
私
は
、
こ
の
四
首
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
母
坂
上
郎
女
の
代
作
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
四
首
が
、
起
承
転
結
の
見
事
に
整
っ
た
四
段
構
成
の
連
作
だ
と
解
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
わ
や
め
こ
れ
だ
け
の
歌
は
幼
い
坂
上
大
嬢
に
は
無
理
な
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
五
八
二
の
「
幼
婦
」
の
用
字
は
集
中
他
に
坂
上
郎
女
歌
（
巻
四
・
六
一
九
）
に
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
幼
婦
」
は
、
坂
上
大
嬢
が
ま
だ
幼
い
少
女
で
あ
る
意
を
含
め
て
い
る
。
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家
持
は
坂
上
大
嬢
の
幼
な
さ
に
満
足
で
き
ず
、
笠
女
郎
・
山
口
女
王
・
大
神
女
郎
ら
と
の
関
係
に
移
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
、
巻
四
の
歌
の
配
列
か
ら
、
私
は
考
え
て
い
る
。
　
家
持
を
私
案
に
よ
り
養
老
二
年
（
七
一
八
）
生
ま
れ
と
す
る
と
、
坂
上
大
嬢
と
の
出
会
い
の
年
天
平
四
年
（
七
三
二
）
は
十
五
歳
で
あ
る
。
女
子
は
十
三
歳
で
結
婚
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
幼
い
坂
上
大
嬢
は
そ
の
年
齢
以
下
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
十
二
歳
な
ら
ば
養
老
五
年
の
誕
生
、
十
一
歳
な
ら
ば
養
老
六
年
の
誕
生
で
あ
る
。
　
養
老
五
年
と
推
定
さ
れ
る
藤
原
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
贈
答
歌
の
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
年
藤
原
麻
呂
と
縁
が
切
れ
、
異
母
兄
大
伴
宿
奈
麻
呂
と
結
ば
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
養
老
を
中
心
と
す
る
宿
奈
麻
呂
の
叙
位
任
官
の
記
録
を
年
次
に
従
っ
て
表
示
し
て
み
よ
う
。
　
　
和
銅
五
年
　
従
五
位
上
　
　
　
　
六
年
　
　
　
　
七
年
　
　
霊
亀
元
年
　
　
　
　
　
　
左
衛
士
督
　
　
　
　
二
年
　
　
養
老
元
年
　
正
五
位
下
　
　
　
↓
　
　
　
　
二
年
　
　
　
　
三
年
　
　
　
　
　
備
後
守
と
し
て
安
芸
周
防
按
察
使
　
　
　
　
四
年
正
五
位
上
　
　
…
一20一
　
　
　
　
五
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
六
年
　
　
　
　
　
　
（
坂
上
大
嬢
誕
生
）
　
　
　
　
七
年
　
　
神
亀
元
年
　
従
四
位
下
　
　
　
　
？
　
　
　
　
　
　
　
右
大
弁
　
宿
奈
麻
呂
は
養
老
五
年
国
守
の
任
を
終
え
て
帰
京
し
、
異
母
妹
坂
上
郎
女
に
再
会
し
、
藤
原
麻
呂
の
足
も
間
遠
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
結
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
宿
奈
麻
呂
は
田
村
の
家
に
住
み
、
そ
こ
に
は
前
妻
の
娘
田
村
大
嬢
が
居
た
。
坂
上
郎
女
は
変
ら
ず
坂
上
の
家
に
住
み
、
別
居
の
夫
婦
で
あ
っ
た
。
郎
女
は
坂
上
の
家
で
坂
上
大
嬢
を
生
み
、
次
い
で
坂
上
二
嬢
を
生
ん
だ
。
　
坂
上
郎
女
と
宿
奈
麻
呂
と
の
仲
は
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
。
宿
奈
麻
呂
は
神
亀
元
年
に
従
四
位
下
に
な
り
、
そ
の
頃
か
そ
の
後
か
右
大
弁
に
昇
進
し
て
い
る
。
そ
の
頃
神
亀
初
年
大
伴
氏
の
棟
梁
旅
人
は
正
三
位
中
納
言
、
六
十
歳
で
あ
っ
た
。
宿
奈
麻
呂
は
そ
の
弟
で
あ
る
が
、
こ
の
位
階
の
差
は
年
齢
に
十
歳
余
の
ひ
ら
き
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
宿
奈
麻
呂
は
従
四
位
下
右
大
弁
で
一
族
中
で
旅
人
に
次
ぎ
、
大
伴
道
足
が
従
四
位
下
民
部
大
輔
で
並
ん
で
い
る
。
そ
の
後
が
大
伴
祖
父
麻
呂
で
、
従
五
位
上
式
部
少
輔
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
か
ら
五
年
後
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
六
月
の
こ
と
、
巻
四
・
五
六
六
、
五
六
七
の
左
注
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
し
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
以
前
に
天
平
二
年
庚
午
夏
六
月
、
帥
大
伴
卿
、
勿
ち
に
瘡
を
脚
に
生
し
、
枕
席
に
疾
苦
ぶ
。
此
に
ょ
り
て
駅
を
馳
せ
て
上
奏
し
、
庶
　
　
　
　
　
　
を
ひ
　
　
弟
稲
公
・
姪
胡
麻
呂
に
遺
言
を
語
ら
ま
く
欲
し
と
望
ひ
請
ふ
。
右
兵
庫
助
大
伴
宿
禰
稲
公
・
治
部
少
丞
大
伴
宿
禰
胡
麻
呂
の
両
人
に
　
　
勅
し
て
、
駅
を
給
ひ
て
発
遣
は
し
、
卿
の
病
を
省
し
め
た
ま
ふ
。
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と
あ
る
。
大
伴
氏
一
族
の
棟
梁
旅
人
が
死
を
覚
悟
し
て
遺
言
を
語
ら
ん
と
し
て
呼
び
寄
せ
た
の
が
、
末
の
異
母
弟
稲
公
と
甥
の
胡
麻
呂
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
族
中
で
も
旅
人
に
次
ぐ
高
官
で
あ
っ
た
宿
奈
麻
呂
の
名
が
こ
こ
に
も
な
い
。
年
齢
の
点
か
ら
い
っ
て
も
旅
人
よ
り
十
歳
は
若
い
と
思
わ
れ
る
の
で
九
州
へ
の
旅
が
無
理
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
続
紀
に
も
神
亀
元
年
以
後
の
記
事
が
な
い
の
で
あ
る
。
宿
奈
麻
呂
は
既
に
こ
の
世
に
な
か
っ
た
と
い
う
外
な
い
。
屋
敷
氏
も
「
神
亀
年
中
に
卒
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
、
尾
山
氏
も
「
若
し
宿
奈
麻
呂
が
存
命
な
ら
ば
さ
う
い
ふ
際
第
一
に
呼
び
寄
せ
る
筈
だ
が
」
と
い
い
、
「
已
に
宿
奈
麻
呂
は
他
界
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
。
　
宿
奈
麻
呂
と
の
関
係
が
藤
原
麻
呂
と
の
そ
れ
よ
り
先
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
論
が
あ
る
が
、
若
山
喜
志
子
氏
と
久
米
常
民
氏
の
説
が
詳
し
い
。
若
山
氏
の
理
由
は
、
巻
四
の
坂
上
郎
女
作
の
「
怨
恨
歌
」
を
「
ま
だ
若
か
っ
た
郎
女
が
子
ま
で
設
け
た
程
の
間
柄
に
な
っ
た
宿
奈
麻
呂
に
こ
そ
真
実
本
能
的
の
恋
を
し
て
ゐ
て
別
れ
難
い
仲
を
別
れ
た
時
の
歌
で
あ
る
と
見
る
」
こ
と
か
ら
、
そ
の
二
人
の
間
に
突
然
若
く
て
権
勢
の
あ
る
藤
原
麻
呂
が
現
わ
れ
て
宿
奈
麻
呂
の
足
が
遠
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
（
前
掲
書
）
　
久
米
氏
は
穂
積
皇
子
の
麗
じ
た
霊
亀
元
年
か
ら
宿
奈
麻
呂
が
備
後
守
と
し
て
按
察
使
を
兼
任
し
た
養
老
三
年
ま
で
の
四
年
間
に
、
坂
上
郎
女
が
異
母
兄
宿
奈
麻
呂
の
来
訪
を
受
け
、
そ
の
愛
を
受
け
入
れ
た
と
見
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
久
米
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
間
に
坂
上
大
嬢
と
二
嬢
の
姉
妹
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
藤
原
麻
呂
の
出
現
は
、
宿
奈
麻
呂
の
備
後
守
在
任
中
と
考
え
、
藤
原
麻
呂
が
京
職
大
夫
に
な
っ
た
養
老
五
年
六
月
以
降
と
す
る
。
麻
呂
と
の
贈
答
歌
（
五
二
二
～
五
二
八
）
が
、
ま
だ
任
地
に
あ
っ
た
ら
し
い
宿
奈
麻
呂
の
「
う
ち
日
さ
す
宮
に
行
く
子
」
の
歌
（
五
三
二
・
五
三
三
）
よ
り
前
に
あ
る
こ
と
も
極
め
て
暗
示
的
で
あ
る
と
い
う
。
穂
積
皇
子
の
死
に
あ
っ
た
悲
し
み
を
異
母
兄
宿
奈
麻
呂
に
よ
っ
て
救
わ
れ
二
人
の
子
ま
で
な
し
て
幸
福
に
な
る
か
に
見
え
た
が
、
宿
奈
麻
呂
の
地
方
官
転
出
で
中
断
さ
れ
、
二
女
の
養
育
の
み
に
明
け
暮
れ
た
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
黒
馬
に
乗
っ
た
藤
原
氏
の
御
曹
司
麻
呂
が
現
わ
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れ
、
や
が
て
春
奈
暦
の
帰
京
に
よ
。
て
そ
の
恋
愛
も
結
婚
も
同
時
に
失
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
・
．
（
『
万
葉
集
の
文
学
論
的
研
究
』
）
　
右
の
論
は
ま
ず
、
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
巻
四
の
藤
原
麻
呂
の
贈
歌
へ
の
和
歌
の
左
注
に
記
さ
れ
た
「
皇
子
麗
之
後
時
」
に
藤
原
麻
呂
に
つ
ま
ど
わ
れ
た
と
い
う
注
記
の
解
釈
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
穂
積
皇
子
の
舞
後
、
養
老
三
年
ま
で
の
四
年
間
に
服
喪
．
結
婚
．
二
子
の
誕
生
を
お
し
込
む
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
更
に
問
題
な
の
は
宿
奈
麻
呂
は
養
老
三
年
以
前
か
ら
備
後
国
守
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
宿
奈
麻
呂
に
は
集
中
二
首
の
歌
が
あ
る
。
そ
の
歌
が
藤
原
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
贈
答
唱
和
歌
の
あ
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
歌
は
宿
奈
麻
呂
が
備
後
守
と
し
て
の
任
地
で
詠
ん
だ
も
の
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
歌
は
次
の
二
首
で
あ
る
。
　
　
　
　
大
伴
宿
奈
麻
呂
宿
禰
歌
二
首
　
佐
保
大
納
言
卿
之
第
三
子
也
　
　
う
ち
日
さ
す
宮
に
行
く
児
を
ま
か
な
し
み
留
む
れ
ば
苦
し
や
れ
ば
す
ぺ
な
し
（
巻
四
・
五
三
二
）
　
　
難
波
潟
潮
干
の
な
ご
り
飽
く
ま
で
に
人
の
見
む
児
を
吾
し
と
も
し
も
（
五
三
三
）
　
藤
原
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
の
贈
答
唱
和
歌
に
次
い
で
聖
武
天
皇
と
海
上
女
王
と
の
贈
答
唱
和
歌
が
配
列
さ
れ
て
、
次
に
こ
の
歌
が
あ
る
。
そ
の
後
は
安
貴
王
の
歌
と
門
部
王
の
「
恋
歌
」
で
、
両
者
と
も
や
や
長
文
の
左
注
が
あ
っ
て
、
安
貴
王
お
よ
び
門
部
王
の
「
恋
」
の
ふ
る
ま
い
、
い
わ
ば
「
恋
の
物
語
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
物
語
歌
風
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
そ
の
配
列
の
中
で
目
立
っ
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
宿
奈
麻
呂
の
二
首
も
、
左
注
は
な
い
が
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
恋
物
語
歌
ら
し
い
雰
囲
気
と
、
何
や
ら
夢
と
、
そ
し
て
ロ
ー
カ
ル
な
味
わ
い
を
持
っ
て
こ
こ
に
並
ん
で
い
る
。
宮
仕
え
に
出
る
乙
女
は
彼
の
ひ
そ
か
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
娘
だ
っ
た
。
宮
仕
え
に
出
れ
ば
そ
の
美
し
さ
が
多
く
の
人
の
眼
に
触
れ
、
誇
ら
し
く
う
れ
し
い
こ
と
な
の
だ
が
、
彼
の
手
の
届
か
ぬ
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
。
素
材
な
村
の
男
の
声
を
聞
く
よ
う
だ
。
ロ
ー
カ
ル
な
味
わ
い
と
言
っ
た
の
は
そ
れ
で
、
国
守
宿
奈
麻
呂
が
任
地
で
詠
ん
だ
と
は
、
私
一23一
は
言
わ
な
い
。
　
こ
の
一
群
の
恋
物
語
歌
は
こ
こ
に
ま
と
め
て
収
載
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
そ
の
蒐
集
の
時
点
で
配
列
さ
れ
で
も
し
た
の
で
あ
っ
て
、
作
歌
時
を
示
し
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
前
に
収
載
さ
れ
た
二
組
の
贈
答
唱
和
歌
も
類
聚
的
配
列
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
の
「
神
亀
元
年
」
「
二
年
」
の
笠
金
村
歌
の
収
め
方
も
、
そ
の
次
の
「
五
年
」
の
歌
と
共
に
類
聚
的
な
配
列
の
し
か
た
に
思
わ
れ
る
。
作
歌
年
月
の
明
記
さ
れ
て
い
な
い
「
相
聞
歌
」
を
年
代
順
に
き
ち
ん
と
配
列
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
　
宿
奈
麻
呂
の
二
首
が
配
列
に
よ
っ
て
養
老
五
年
以
降
、
神
亀
元
年
以
前
の
作
品
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
宿
奈
麻
呂
と
坂
上
郎
女
と
が
二
女
を
な
し
た
時
期
の
歌
に
な
っ
た
り
、
遠
く
任
地
に
あ
っ
て
都
に
残
し
て
来
た
妻
を
恋
敵
が
襲
っ
て
い
る
頃
の
歌
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
　
宿
奈
麻
呂
の
評
価
は
諸
家
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
私
は
、
宿
奈
麻
呂
の
存
在
を
重
視
す
る
青
木
生
子
氏
の
立
場
に
立
ち
た
い
。
宿
奈
麻
呂
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
大
伴
氏
一
族
の
中
で
旅
人
に
次
ぐ
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
妻
と
な
り
二
女
を
な
し
た
こ
と
が
、
坂
上
郎
女
の
一
族
中
に
お
け
る
将
来
の
位
置
を
決
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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